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2019年注目キーワード
特集

カマルクジャパン株式会社
注目企業を訪ねる

好木心

明治の息吹がよみがえる
旧東京音楽学校「奏楽堂」
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アパート・戸建て用
宅配ボックス

スマート林業
消費税増税

働き方改革関連法

B I M
（Building Information Modeling）

住宅・建築生産性
向上促進事業

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
な
ど
の
点
在
す
る
小
規
模
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
活
用
に
よ
っ
て
束
ね
て
、

あ
た
か
も
１
つ
の
発
電
所
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
る
仕
組
み
。

「
仮
想
発
電
所
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
人
工
林
を
市
町
村
が
管

理
す
る
〝
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
〞
。
市
町

村
は
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
を
〝
意
欲
と
能
力

の
あ
る
〞
林
業
経
営
者
に
委
託
し
、
林
業
の
成
長

産
業
化
を
図
る
。

Ｖ
Ｐ
Ｐ

森
林
経
営
管
理
制
度

モ
ノ
を
買
っ
て
所
有
す
る
の
で
は
な
く
、「
契
約
期

間
中
、
定
額
で
使
い
放
題
」
で
利
用
す
る
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
。
音
楽
配
信
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
、
衣
料
品
や
飲
食
店
な
ど
の
リ

ア
ル
市
場
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョン

（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
）

住
友
林
業
株
式
会
社　

取
締
役 

常
務
執
行
役
員　

木
材
建
材
事
業
本
部
長   

福
田 

晃
久

新
年
の
ご
挨
拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
を
ご
愛
読
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
格
別
の
ご

愛
顧
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
年
後
に
控
え
、

新
天
皇
即
位
、
初
の
日
本
開
催
と
な
る
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
、

消
費
税
増
税
と
大
き
な
出
来
事
が
待
っ
て
い
る
年
で
す
。

　

国
内
外
の
経
済
情
勢
は
全
体
的
に
は
緩
や
か
な
回
復
基

調
で
す
が
、
米
中
の
貿
易
戦
争
等
、
各
国
の
政
治
問
題
が

絡
み
合
い
減
速
の
兆
候
も
出
て
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
い

て
は
10
月
に
消
費
税
増
税
を
控
え
、
景
気
後
退
懸
念
を
払

拭
で
き
る
ほ
ど
の
材
料
が
見
え
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

住
宅
に
関
し
て
は
、
消
費
税
増
税
後
の
住
宅
取
得
支
援

策
と
し
て
、
す
ま
い
給
付
金
の
拡
充
な
ど
増
税
に
伴
う
需

要
変
動
の
平
準
化
対
策
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
な
ど
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
以
降
は
、
国
内
の
新
築
市
場
が
縮
小
す
る
「
ポ

ス
ト
２
０
２
０
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
が
目
の
前
に
迫
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
は
、
気
候
変
動
や
技
術
革

新
を
マ
ク
ロ
経
済
分
析
に
統
合
し
た
功
績
を
評
価
さ
れ
た

と
位
置
づ
け
事
業
を
拡
大
致
し
ま
す
。
昨
年
４
月
に
は
海

外
製
造
事
業
を
当
本
部
に
移
管
、
製
販
一
体
化
に
よ
る
シ

ナ
ジ
ー
効
果
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後

も
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
を
持
ち
、
持
続
的
に
成
長
で

き
る
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
本ほ

ん

庶じ
ょ

佑た
す
く

氏
は
、
画
期
的
な
免
疫
療
法
を
確
立
し
、
が
ん
治
療
に

新
た
な
道
を
開
き
ま
し
た
。
本
庶
氏
に
よ
る
と
研
究
で
大

切
な
こ
と
は
「
６
つ
の
Ｃ
」
だ
と
言
い
ま
す
。「
好
奇
心

（Curiosity

）
を
大
切
に
、
勇
気
（Courage

）
を
持
っ
て
、

困
難
な
問
題
に
挑
戦
（Challenge

）
し
、
必
ず
で
き
る
と

い
う
確
信
（Confidence

）
を
持
ち
、
全
精
力
を
集
中

（Concentrate

）
さ
せ
、
諦
め
ず
に
継
続
（Continuation

）

す
る
こ
と
」。
我
々
も
業
界
の
課
題
に
対
し
て
、「
６
つ
の
Ｃ
」

で
皆
様
と
と
も
に
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

弊
誌
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
は
、
よ
り
有
益
な
情
報
を

分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る
、
を
モ
ッ
ト
ー

に
今
後
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ノ
ー
ド
ハ
ウ
ス
氏
と
ロ
ー
マ
ー
氏
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
企
業
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
側
面
が

重
視
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
は
環
境
・
社
会
・
経
済
を
統
合
的
に
考
え
る

べ
き
だ
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
益
々
そ
の
よ

う
な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
弊
社
で
は
今
後
と
も
「
木
」
を
生
か

し
た
事
業
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
昨
年
２
月
に
、
創

業
か
ら
３
５
０
周
年
を
迎
え
る
２
０
４
１
年
を
目
標
に
、

高
さ
３
５
０
ｍ
の
木
造
超
高
層
建
築
物
を
実
現
す
る
構
想

Ｗ
３
５
０
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を
通
じ
て
、

高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
と
街
を
森
に
か
え
る
環

境
木
化
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
建
築
構
法
、
環
境

配
慮
技
術
、
使
用
部
材
や
資
源
と
な
る
樹
木
の
開
発
な
ど

に
注
力
し
、
木
造
建
築
物
の
可
能
性
を
広
げ
て
参
り
ま
す
。

　

木
材
建
材
事
業
本
部
で
は
、
環
境
木
化
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
木
材
利
用
を
促
進
し
健
全
な
森
林
を
増
や
す
べ

く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
あ
る
「
き
こ
り
ん
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
」

の
拡
販
に
よ
る
植
林
木
・
認
証
材
を
主
体
に
し
た
販
売
体

制
の
構
築
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

用
燃
料
事
業
・
国
産
材
事
業
・
非
住
宅
事
業
を
成
長
分
野

特  集

2019年注目キーワード
アメリカと中国の貿易戦争が激しさを増し、社会・経済に不安な空気が漂い始めた2018年。

国内に目を転ずると、多くの死者を出した西日本豪雨から始まり、
41.1度の最高気温を記録した“命に関わる”酷暑、道内をブラックアウトにした北海道地震など、

記録的な異常気象や災害に見舞われた1年だった。
このような中、地球温暖化や防災・減災の観点からも環境保全は待ったなしの状況だろう。
2019年は、環境に配慮した持続可能な社会の構築が益々加速することを期待したい。

今号は、編集室が注目する住宅業界関連の2019年キーワードを解説する。
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手
入
れ
を
任
せ
ら
れ
、
所
有
林
か
ら
の
収

益
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
林
業
の
経
営
規

模
拡
大
を
望
む
経
営
者
に
と
っ
て
、
今
ま

で
森
林
の
確
保
が
課
題
だ
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
に
よ
り
、
ま
と
ま
っ
た
森
林
が
確
保

で
き
、
事
業
の
拡
大
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。

　

さ
ら
に
、
放
置
さ
れ
て
い
た
森
林
が
整

備
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
の
安
定
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
間
伐
や
伐
採
後
の
植
林
な
ど
森

林
管
理
の
実
施
で
、
土
砂
災
害
発
生
リ
ス

ク
の
低
減
や
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
役
割

を
果
た
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
産
材
を
安
定
的
に
供

給
し
、
山
元
に
収
益
を
還
元
す
る
川
上
の

制
度
だ
が
、
さ
ら
に
川
中
・
川
下
と
つ
な

が
る
こ
と
で
、
林
業
の
成
長
産
業
化
が
望

め
る
。

　
「
川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
結
ぶ
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
よ
る
流
通
の
効
率

化
な
ど
、
連
携
は
と
て
も
大
事
。
ど
の
よ

６
つ
の
実
証
グ
ル
ー
プ
が
電
力
要
請
へ
の

反
応
速
度
や
変
化
す
る
要
請
へ
の
追
従
能

力
の
向
上
を
実
証
・
実
験
し
て
い
る
。
横

う
な
木
材
が
欲
し
い
か
な
ど
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
需
要
に
対
応
す
る
安
定

供
給
に
つ
な
が
る
。
川
上
か
ら
川
下
連
携

の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
で
、
国

産
材
を
多
方
面
で
使
い
、
需
要
を
増
や
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

浜
市
で
は
す
で
に
市
内
の
小
中
学
校
36
校

で
、
非
常
時
の
電
源
確
保
な
ど
を
目
指
し

た
Ｖ
Ｐ
Ｐ
構
築
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

社
会
的
に
意
義
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
期
待
が
高
ま
る
Ｖ
Ｐ
Ｐ
だ
が
、
課
題
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
Ｖ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
制
度

設
計
の
明
確
化
や
、
理
解
を
広
め
る
た
め

の
認
知
・
広
報
の
推
進
、
蓄
電
池
の
価
格

低
減
、
家
中
の
家
電
を
制
御
す
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
の
普
及
な
ど
が
今
後
、
求
め
ら
れ
る
。

市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り

森
林
所
有
者
と
経
営
者
を
つ
な
ぐ

　

日
本
は
今
、
戦
後
の
復
興
期
や
高
度
経

済
成
長
期
に
植
え
ら
れ
た
人
工
林
が
大
き

く
成
長
し
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て

い
る
。
し
か
し
、
手
入
れ
不
足
、
所
有
者

不
明
、
境
界
が
不
明
確
な
ど
の
森
林
が
発

生
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、〝
適
切
な
森
林
の
管
理
〟
と
〝
林

業
の
成
長
産
業
化
〟
の
両
立
を
図
る
た
め
、

「
森
林
経
営
管
理
法
」
が
２
０
１
８
年
５

月
に
成
立
。
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

森
林
経
営
管
理
制
度
（
新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

森
林
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
な
い
の

は
、「
所
有
者
の
世
代
交
代
や
居
住
を
都

市
部
に
移
す
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
森
林

経
営
へ
の
関
心
が
薄
れ
て
き
た
の
が
一
つ

の
要
因
」（
箕
輪
富
男
氏
）
だ
と
い
う
。

　

新
た
な
制
度
で
は
、
森
林
所
有
者
に
対

省
エ
ネ
で
生
じ
た
電
力
も

利
用
で
き
る「
仮
想
発
電
所
」

　

Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン

ト
）
は
、
需
要
者
側
が
持
つ
分
散
し
た
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
＊
１
」
を
Ｉ
ｏ
Ｔ
＊
２

な
ど
の
活
用
に
よ
る
遠
隔
操
作
で
束
ね

て
、
大
型
発
電
所
の
よ
う
な
機
能
（
電
力

供
給
、
電
力
需
給
の
調
整
）
を
提
供
す
る

仕
組
み
。「
仮
想
発
電
所
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
」
に
は
、
太

陽
光
発
電
や
蓄
電
池
の
ほ
か
、
様
々
な
も

の
が
考
え
ら
れ
る
。「
照
明
を
少
し
落
と

す
、
空
調
を
調
節
す
る
な
ど
の
節
電
も
リ

ソ
ー
ス
に
な
り
、
工
場
の
非
常
用
自
家
発

電
設
備
や
電
気
自
動
車
も
非
常
に
期
待
さ

れ
て
い
る
」（
三
浦
大
助
氏
）
。

　

従
来
、
大
型
発
電
所
に
よ
っ
て
担
わ
れ

て
い
た
電
力
需
給
の
調
整
に
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
。「
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技

術
の
進
歩
で
、
何
百
、
何
千
と
い
う
分
散

し
た
小
規
模
な
リ
ソ
ー
ス
を
同
じ
時
間
帯

し
て
適
切
な
経
営
管
理
の
責
務
を
明
確
に

し
た
上
で
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な

い
森
林
が
あ
る
場
合
に
は
、
①
市
町
村
が

森
林
所
有
者
に
意
向
を
確
認
、
②
所
有
者

が
間
伐
や
伐
採
な
ど
の
経
営
管
理
を
実
行

で
き
な
い
場
合
は
市
町
村
に
委
託
す
る
。

③
市
町
村
は
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は

〝
意
欲
と
能
力
の
あ
る
〟
林
業
経
営
者
に

森
林
の
経
営
管
理
を
再
委
託
す
る
一
方
、

④
奥
地
な
ど
林
業
経
営
に
適
さ
な
い
森
林

は
、
市
町
村
が
管
理
し
自
然
林
に
誘
導
す

る
、
と
い
っ
た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

森
林
所
有
者
に
も

林
業
経
営
者
に
も
メ
リ
ッ
ト

　

対
象
と
な
る
森
林
は
、
私
有
の
人
工
林

の
３
分
の
２
を
占
め
る
（
全
国
で
約

４
５
０
万
ha
）。
こ
の
制
度
の
実
施
は
、

森
林
所
有
者
、
林
業
経
営
者
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
市
町
村
が
仲
介
役
に

な
る
こ
と
で
、
森
林
所
有
者
は
安
心
し
て

に
動
か
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
電
力
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例

え
ば
、
太
陽
光
発
電
の
出
力
制
御
の
指
令

が
出
た
と
き
、
蓄
電
池
の
充
電
量
を
増
や

し
て
需
要
を
創
出
す
れ
ば
、
発
電
を
止
め

な
く
て
も
よ
く
な
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
無
駄
な
く
使
い
切
る
た
め
に
は
ぜ

ひ
必
要
な
シ
ス
テ
ム
と
な
る
」
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
事

故
を
契
機
に
進
め
ら
れ
て
い
る
「
電
力
シ

ス
テ
ム
改
革
」
に
お
い
て
、
新
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
手
段
の
一
つ

と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ
利
用
の
機

運
は
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

　

実
際
の
運
用
は
、
需
要
者
側
と
Ｖ
Ｐ
Ｐ

サ
ー
ビ
ス
契
約
を
結
び
、
リ
ソ
ー
ス
制
御

を
行
う
「
リ
ソ
ー
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
」

と
、
そ
の
電
力
量
を
束
ね
て
送
配
電
事
業

者
や
小
売
り
電
気
事
業
者
な
ど
と
直
接
電

力
取
引
を
行
う
「
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
。

　

２
０
１
６
年
か
ら
実
証
事
業
が
始
ま
り
、

林野庁 森林整備部計画課
首席森林計画官

箕
み の

輪
わ

 富男氏

株式会社三菱総合研究所
環境・エネルギー事業本部

エネルギーシステム戦略グループ
シニアプロジェクトマネージャー

三浦 大助氏

2019 年注目キーワード

特  集

手
入
れ
不
足
の
人
工
林
を
再
生
し

林
業
を
成
長
産
業
へ

小
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を

束
ね
て
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

① 意向調査
④ 市町村が管理

⑤ 収益還元

② 経営管理の委託
③ 経営管理を
    再委託

森林所有者 市町村 意欲と能力のある
林業経営者

林業経営に
適さない森林

林業経営に
適した森林

森
林
経
営
管
理
制
度

Ｖ
Ｐ
Ｐ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
）

＊1  エネルギーリソース：蓄電池や空調など需要家に設置されるエネルギー機器のこと	 ＊2  IoT：Internet of Thingsの略。身のまわりのものがインターネットにつながる仕組みのこと
＊3  調整力：周波数制御・需給バランス調整に必要となる電源のこと	 ＊4  インバランス：小売電気事業者などが計画した需要量と実際の需要量の差分のこと

出所：経済産業省資源エネルギー庁のホームページより

VPP運用のイメージ

森林経営管理制度の概要

一般送配電事業者 小売電気事業者 需要者
再生可能

エネルギー発電事業者

・調整力＊3提供
・電力品質維持

・インバランス＊4回避
・供給力提供

・電気料金削減
・再エネ有効活用・出力抑制回避

アグリゲーション
コーディネーター

リソース
アグリゲーター

リソース
アグリゲーター

リソース
アグリゲーター

自家発電設備

照  明

空  調

太陽光発電

蓄電池

電気自動車

生産設備 ヒートポンプ
給湯器

コージェネレーション
システム（燃料電池等)

電気・情報の流れ エネルギーリソース

VPPにより提供されるサービス（例）
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音楽配信

動画配信

洋　服 ネクタイ ひげそり

航空機

バッグ

自動車

スーツ 家　具

アクセサリー

配送サービス

書籍・雑誌 画像保存クラウドサービス

2000年

2005年

2007年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2018年

デジタル
台頭

リアル市場
活発化

赤字：リアル青字：デジタル

図1. 「サブスクリプション」の主な対象商品・
　　 サービス（BtoC）

消
費
者
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
手
軽
に
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
」
と
柴
田
香
代
子
氏
は
い
う
。

継
続
し
て
価
値
を
提
供
し
、

顧
客
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
向
上

　
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
の
メ
リ
ッ

ト
は
、「
事
業
者
に
と
っ
て
は
売
上
が
一

定
額
平
準
化
し
て
見
込
め
る
こ
と
、
消
費

者
に
は
上
限
額
が
決
ま
っ
て
い
る
安
心
感
」

（
田
中
秀
樹
氏
）
と
い
う
（
図
２
）
。

　

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
利
用
を
継
続
し
て
も
ら
う
こ
と
」
だ
。
事

業
者
は
顧
客
の
利
用
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

適
切
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
て
利
用

継
続
を
図
る
。
顧
客
は
新
た
な
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
満
足
が
得
ら
れ
る
。

「
こ
う
し
た
『
顧
客
価
値
』
を
継
続
し
て
提

供
で
き
る
の
が
『
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
』

の
魅
力
で
あ
り
、
今
後
の
発
展
が
期
待
で

き
る
と
こ
ろ
」（
田
中
氏
）
だ
と
い
う
。

　
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
は
住
宅
関

連
で
も
可
能
性
を
見
せ
て
い
る
。
家
具
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
「
カ
マ
ル
ク
」
で
は
、
家
具

に
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
た
（
本
誌
Ｐ
８
「
注
目
企
業

を
訪
ね
る
」
参
照
）
。

　
「『
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
』
は
利
用
頻

度
が
高
く
、
趣
味
・
嗜
好
性
が
高
い
も
の

が
向
い
て
い
る
。
イ
ン
テ
リ
ア
は
住
ま
う

人
の
趣
味
・
嗜
好
が
大
き
く
現
れ
る
。

ま
た
、
価
格
が
高
い
イ
ン
テ

リ
ア
を
気
軽
に
試
せ
る
と
い

う
の
も
『
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
』
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
」（
柴

田
氏
）
。
カ
ー
テ
ン
を
季
節
ご

と
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
選

ぶ
な
ど
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と

セ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
ら

れ
る
と
い
う
。
日
本
も
住
み
替

え
が
当
た
り
前
に
な
れ
ば
、
住

み
替
え
し
放
題
や
修
理
・
修
繕

な
ど
の
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
」
が
新
た
な
価
値
と
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

「
所
有
」か
ら「
利
用
」へ
の

消
費
者
の
意
識
変
化
が
後
押
し

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
期
間
中
、
定

額
で
利
用
で
き
る
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
あ
る

新
聞
の
定
期
購
読
な
ど
も
「
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
」
の
一
つ
と
い
え
る
が
、
今
、

台
頭
し
て
い
る
の
は
、
動
画
見
放
題
や
洋

服
借
り
放
題
な
ど
の
「
一
定
期
間
、
一
定

額
で
、
使
い
放
題
」
と
い
う
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。

　

先
駆
け
は
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
米
国
で

始
ま
っ
た
音
楽
聞
き
放
題
と
い
わ
れ
、
動

画
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
っ
た
（
図
１
）
。

　

日
本
で
も
音
楽
や
動
画
配
信
な
ど
の
「
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」
は
す
で
に
お
馴
染

み
だ
が
、
最
近
で
は
衣
料
品
や
飲
食
店
な

ど
リ
ア
ル
＊
１
市
場
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
人
気

だ
。
そ
の
一
つ
、
バ
ッ
グ
の
「
ラ
ク
サ
ス
」

は
、
月
額
６
８
０
０
円
（
税
別
）
で
高
級

ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ
グ
が
使
い
放
題
。
会
員
数

は
す
で
に
27
万
人
を
突
破
し
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
、「
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
節
約
志
向
を

発
端
に
「
所
有
」
か
ら
「
利
用
」
へ
と
い
う

株式会社富士通総研
経済研究所　担当部長

田中 秀樹氏

株式会社富士通総研
コンサルティング本部
サービス・ブランド室

チーフシニアコンサルタント

柴田 香代子氏

2019 年注目キーワード

特  集

＊1  リアル：ネット上ではなく現実にあるもの
＊2 リコメンド：勧める、推薦すること
＊3  ロイヤリティ：親密性や信頼性のこと

出所：株式会社富士通総研

定
額
で〝
使
い
放
題
〟で
き
る

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

図2. 「サブスクリプション」のメリット
事 業 者 消 費 者

・売上を平準化して見込める ・上限金額が決まっている安心感
・顧客の行動や好みを把握し、
  適確なリコメンド＊2が可能 ・リコメンドで満足が得られる

・顧客からのロイヤリティ＊3を育成 ・価格を気にせず新しいモノが試せる
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【こうき - しん】

vol.38

東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
は
東
京
藝
術
大
学
の
前

身
（
東
京
音
楽
学
校
）
の
新
校
舎
と
し
て

１
８
９
０
年
に
創
設
さ
れ
た
。
以
来
、
瀧
廉
太

郎
な
ど
の
名
だ
た
る
音
楽
家
が
演
奏
し
た
日
本
最
古
の
洋

式
音
楽
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、

耐
震
補
強
な
ど
の
保
全
工
事
を
約
５
年
の
歳
月
を
か
け
て

実
施
。
２
０
１
８
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

老
朽
化
に
よ
り
１
９
８
０
年
に
都
外
に
移
設
予
定
だ
っ

た
が
、
近
代
音
楽
の
発
祥
の
地
と
し
て
上
野
に
残
す
た
め

音
楽
家
や
建
築
家
な
ど
に
よ
る
保
存
運
動
が
起
こ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
台
東
区
が
譲
り
受
け
、
１
９
８
７
年
、
上

野
公
園
内
に
移
設
復
原
を
果
た
し
現
在
に
至
る
。
翌
年
に

は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

建
物
は
木
造
２
階
建
。
中
央
家
に
３
１
０
席
の
ホ
ー
ル

が
あ
り
、
そ
の
左
右
に
翼よ

く

家や

を
配
し
て
い
る
。
外
壁
は
杉

板
の
南
京
下
見
板
張
り
、
オ
イ
ル
ペ
イ
ン
ト
塗
り
仕
上
げ
。

カ
マ
ボ
コ
状
の
高
い
天
井
空
間
、
階
段
状
の
床
の
傾
斜
な

ど
、
音
響
を
考
慮
し
た
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
創
設
時
か

ら
現
在
ま
で
藁
や
お
が
く
ず
を
防
音
材
と
し
て
使
っ
て
い

る
。
多
数
の
窓
と
カ
ー
テ
ン
や
化け

し
ょ
う粧

方ほ
う
づ
え杖

＊

が
あ
り
、 

一
般
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、

音
響
の
フ
ァ
ン
は
多
く
、
利
用
希
望
者
は
後
を
絶
た
な
い
。

  

〝
生
き
た
文
化
財
〟
で
あ
る
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
は

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
維
持
管
理
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
今
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
開
館
以

来
、
様
々
な
音
楽
会
が
催
さ
れ
て
お
り
、
文
明
開
化
時
の

芸
術
へ
の
熱
意
が
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

明治の息吹がよみがえる
旧東京
音楽学校「奏楽堂」

旧

写真提供＝台東区立旧東京音楽学校奏楽堂

東京都
台東区

＊化粧方杖：柱と梁の接合部に斜めに入れる部材で、見える状態にしたもの
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「
自
宅
を
快
適
に
し
た
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
の

人
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
日
本

の
住
宅
で
は
、
家
具
は
部
屋
の
広
さ
や
価
格
に
左

右
さ
れ
、
心
か
ら
満
足
し
て
い
る
人
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
不
満
を
解
消

し
、
よ
り
理
想
的
な
住
ま
い
の
実
現
に
つ
な
が
る

の
が
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
な
ん
で
す
」

ユ
ー
ザ
ー
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

—

ど
の
よ
う
な
方
法
で「
家
具
」と「
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
の
か
。

  

「
短
期
間
の
レ
ン
タ
ル
や
長
期
間
の
リ
ー
ス
と

の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
借
り
る
期
間
を
柔
軟
に

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
使
い
勝
手
を
試

し
た
上
で
購
入
も
で
き
、
レ
ン
タ
ル
、
リ
ー
ス
、

購
入
の〝
い
い
と
こ
取
り
〟が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
初
期
導
入
コ
ス
ト
を
抑
え
て
費
用
を
経
費

に
計
上
で
き
る
た
め
、
法
人
に
も
好
評
で
す
。
オ

フ
ィ
ス
家
具
の
購
入
費
用
が
約
20
分
の
１
に
な
る

と
い
う
試
算
も
出
て
お
り
、
現
在
、
ユ
ー
ザ
ー
は

一
般
と
法
人
が
半
々
の
割
合
で
す
」

—

デ
ザ
イ
ン
性
に
乏
し
い
と
い
う
レ
ン
タ
ル

家
具
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
た
め
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
擁
し
、
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
豊
富
な「
肌
な
じ
み
の
良
い
ア
ー
ト
作

品
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
。「
ア
ク

メ 

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
」と「
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

ス
タ
ン

ダ
ー
ド 

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
」の
ハ
イ
ブ
ラ
ン
ド
家

具
メ
ー
カ
ー
と
も
提
携
し
、
商
品
の
品
揃
え
を
拡

充
し
て
い
る
。

  

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
は
受
注
生
産
で
新
品
を
提

供
し
、
返
却
時
期
を
迎
え
る
と
当
社
で
回
収
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
社
工
場
で
す
べ
て
リ
ビ
ル
ド
し
、

他
社
製
家
具
は
二
次
流
通
へ
と
流
れ
ま
す
。
家
具

を
廃
棄
し
な
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
常
に
新
品

の
家
具
を
提
供
で
き
る
仕
組
み
に
結
び
つ
き
、
国

内
に
在
庫
を
抱
え
ず
コ
ス
ト
削
減
に
も
な
り
ま
す
」

—

２
０
１
８
年
11
月
に
は
新
た
に「subsclife 

for room

」を
ス
タ
ー
ト
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
提
案
し
、
家
具
を

セ
ッ
ト
で
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
で
、
家
具
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
な

か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
後
押
し
す
る
。

  

「
２
０
１
９
年
８
月
末
ま
で
に
家
具
１
万
台
の

受
注
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
家
具
を
替
え
た
と
き

の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
提
供
し
、
一
度
買
っ
て
し
ま
う

と
な
か
な
か
買
い
替
え
る
機
会
の
な
い
家
具
の
価

値
転
換
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

—

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
反
応
も
好
評
だ
。「
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
前
に
最
先
端
の
家
具
を
試
せ
て
よ

か
っ
た
」「
賃
貸
派
な
の
で
引
っ
越
し
の
た
び
に

家
具
を
買
い
換
え
る
コ
ス
ト
や
手
間
が
な
く
な
っ

た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
現
代
の
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
適
し
て
い
る
よ
う
だ
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
い
家
具
の
大
量
生

産
に
疑
問
を
感
じ
、〝
家
具
で
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
〟と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
現
カ
マ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
代
表
の
町
野
健
と

と
も
に
、
２
０
１
４
年
に
当
社
を
創
業
し
ま
し
た
」

—

家
具
×
Ｉ
Ｔ
で
面
白
い
こ
と
が
で
き
な
い

か
。
そ
う
考
え
た
末
、
薄
型
ス
ピ
ー
カ
ー
内
蔵
で

天
板
全
体
か
ら
音
楽
が
流
れ
る
机「
サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
」を
開
発
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
家
具
メ
ー
カ
ー
と
し
て

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
同
社
。
日
本
よ
り
先
に
海
外

で
注
目
を
集
め
、
２
０
１
６
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
※
に
招
待
さ
れ
た
。

  

「
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

ブ
ー
ム
で
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
に
そ
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
家
具
と
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、〝
購
入

し
て
所
有
す
る
〟が
常
識
だ
っ
た
家
具
に
新
し
い

価
値
が
生
ま
れ
、
借
り
換
え
に
よ
り
継
続
的
に

ユ
ー
ザ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
も
可
能
に
な
る
。
日
本
の
家
具
業
界
全
体
を
盛

り
上
げ
る
起
爆
剤
に
も
な
り
得
る
と
感
じ
ま
し
た
」

—

同
じ
頃
、
自
宅
の
引
っ
越
し
を
考
え
て
い

た
町
野
氏
も
、
新
し
い
家
具
を
揃
え
る
に
は
お
金

が
か
か
り
、
今
あ
る
家
具
を
廃
棄
す
る
だ
け
で
も

ひ
と
苦
労
と
い
う
不
便
さ
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

し
か
も
、
レ
ン
タ
ル
家
具
は
中
古
で
デ
ザ
イ
ン
や

種
類
も
乏
し
く
、
借
り
る
期
間
を
柔
軟
に
変
え
る

こ
と
も
難
し
い
。

家
具
で
も
っ
と
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
り
た
い

—

映
画
や
音
楽
な
ど
を
定
額
制
サ
ー
ビ
ス
で

楽
し
め
る
仕
組
み
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」。

カ
マ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
日
本
初
の
家
具
の
サ

ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
、

〝
新
品
の
デ
ザ
イ
ン
家
具
を
必
要
な
と
き
、
必
要

な
ぶ
ん
だ
け
借
り
る
〟
と
い
う
新
し
い
使
い
方
を

提
案
し
て
い
る
。
利
用
期
間
は
３
カ
月
か
ら
24
カ

月
ま
で
自
由
に
選
べ
、
月
５
０
０
円
か
ら
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
。
利
用
期
間
終
了
後
、
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
な
い
場
合
は
、
差
額
を
追
加
し
そ
の
ま

ま
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。

  

「
現
カ
マ
ル
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
の
和
田

直
希
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
工

場
を
経
営
し
、
日
本
向
け
家
具
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
を
受
託

デザイン性の高い豊富な品揃えと
柔軟な期間選択でニーズにマッチ

「家具＝購入」という価値観を覆す
サブスクリプション型サービスを展開

使用後の家具の回収・リビルドで
コストダウンとモノを無駄にしない

システムを確立

カ
マ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

ここが注目ポイント

好きな家具を好きなときに！
日本初の
「家具×サブスクリプション」

本　　社 	●	東京都渋谷区神宮前4-3-15 	
		  東京セントラル表参道218
創　　業 	●	2016年
資 本 金 	●	1,000万円
従 業 員 	●	10名
事業内容 	●	家具のサブスクリプション

型サービスの企画・開発

PR マネージャー

小宮 明子氏

※ ピッチコンテスト：自社の事業計画や将来性を短時間で端的に述べ伝える催し

ジャーナル スタンダード ファニ　   　チャーのコーディネート例。
家具をセットでレンタルも可能

デザインを追求した自社製品。ダイニングチェア1脚
から借りることができる

サービス利用の流れ

中古 流通へ

S T E P3
顧客

利用STEP

リビルド（新品として再生）

売却

受注生産 仕 入
不
要
に
な
っ
た
と
き
は
引
き
取
る

利用期間終了後の選択

3カ月～24カ月

S T E P2

① 継 続

② 交 換

③ 終 了

④ 買 取

S T E P1
家具と
期間を
選択

配送・受取・
取引開始

他社メーカー
（ACMEなど）

自社工場
（インドネシア）

Get

レンタル、リース、購入との比較
subsclife レンタル リース 購　入

初期の
利用コスト

が安い ○ △ △ ×
デザイン
家具を

利用できる ○ × △ ○
利用期間を

柔軟に
選択できる ○ △ × ×
試してから

購入を
選択できる ○ × × ×

固定資産化
しない ○ ○ × ×
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　政府与党は「2019年度税制改正大綱」を決定し、10
月に予定される消費税率10％への引き上げ後の住宅購
入などを支援するため、住宅ローン減税の控除期間を3
年間延長（建物購入価格の消費税2％分の範囲で減税）
すると発表した。
■ 税制措置の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○	現行の住宅ローン減税の控除期間を3年間延長（10年
→13年）。

○	適用年の11年目から13年目までの各年の控除限度額
は、以下のいずれか小さい額。

　・住宅借入金等の年末残高（4,000万円を限度）×１％
　・建物購入価格（4,000万円を限度）×2/3％（2％÷3年）
　・長期優良住宅や低炭素住宅の場合：借入金年末残高

の上限は5,000万円、建物購入価格の上限は5,000
万円

○	消費税率10％が適用される住宅の取得等をして、
2019年10月1日から2020年12月31日までの間に入

居した場合が対象。
※	入居11年～13年目についても、所得税額から控除

しきれない額は、現行制度と同じ控除限度額（所得
税の課税総所得金額等の7％：最高13.65万円）の
範囲で個人住民税額から控除。

※	入居1年～10年目は現行制度通り税額控除。

■ その他の措置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

○	消費税率10％への引き上げ時には、以下が行われる。
　・すまい給付金の拡充：対象となる所得階層を拡充、

給付額も最大50万円に引き上げ
　・贈与税の非課税枠の拡充：非課税枠を最大1,200万

円から最大3,000万円に引き上げ
○	財政措置については予算編成のとりまとめに向けて検
討中。

　これらの対策により、消費税率10%への引き上げ後の
住宅購入などを総合的に支援する。

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。
2019年の十二支は「亥」。植物の成長に例えると、発芽に備えてエネルギーを
貯める時期、つまり、翌年から始まる次の種の成長に備えて、内部の充実を心
がけると良い年だそうです。皆様の『内』が充実するよう、タイムリーに有益
な情報をお届けすべく“猪突猛進”努力してまいります。本年も引き続き、「建
材マンスリー」を宜しくお願い致します。（編集室一同）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　静岡支店　静岡第一展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

住宅ローン減税の控除期間が 3 年間延長
～消費税率引き上げを踏まえた住宅取得対策～

わ が 社 の イチオシイチオシ

　創業85周年に当たる2018年は、新本社ビルの竣
工、東証二部上場と、北海道を拠点とした建設資材
の総合商社としての新たな1ページを刻みました。
扱う資材は基礎・建築・住宅と多岐にわたり、また
建設工事も請け負っています。　
　例えば、総合体育センター「北海きたえーる」（札
幌市）エントランスホール壁面の「オリンピックゴー
ルドメダリスト」パネルの施工にも携わりました。
これは北海道出身の金メダリストの顔写真と功績を
信楽焼陶板に焼きつけて展示したものです。また、
2030年春開業予定の北海道新幹線の札幌への延伸
では、トンネル工事用のセメント・生コンクリート
などの基礎資材の供給に関わらせていただいています。
　今、イチオシの商材は、薬をまかずにシロアリを

防除できる「セントリコン・オールウェイズアクティ
ブ」です。わが社には、メーカーの素晴らしい商品
を見つけることに秀でた社員がおり、ダウ・ケミカ
ル社グループのこのシステムを探し出し、一昨年か
ら取り扱っています。建物の周辺に薬剤入りのエサ
が入った容器を埋め込んで設置すれば、エサ場に仲
間を誘って分け合うシロアリ
の習性を利用して、数カ月で
巣を根絶できます。設置が簡
単で環境に優しく、確実にシ
ロアリを退治できるシステム
を扱う建材商社はわが社だけ
で、シロアリ被害の多い本州
を中心に販売しています。

環境配慮型防除システムで
薬をまかずにシロアリを退治 桑澤 悠

ゆ う す け

介さん株式会社クワザワ　北海道本部次長
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

6月

27,399

9,308

11,737

32,831

915

資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

11月
対前年同月比 8月9月10月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2018年11月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2018年2017年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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0

11月
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11月

28,962

10,427

11,764

962

33,550

12月

26,497

8,559

10,224

936

31,471

1月

24,301

8,354

9,196

856

24,507

2月

24,232

7,960

11,387

926

25,492

3月

23,181

7,959

10,788

27,688

4月

28,835

9,447

13,392

895

32,552

4月 5月5月

992

5月

26,574

9,860

14,140

28,965

996

▲ 83884,213
1,122

83,091

25,527
34,902

564
23,220
10,460
12,561

75,480

8,733

663
3,918

273
3,879

48,089

36,124

244
21,478
14,291

60
51

83,330
1,214

82,116

25,949
35,225

762
21,394

8,604
12,556

74,395

8,935

1,153
4,219

0
3,563

50,211

33,119

107
18,709
14,202

41
60

81,903
1,038

80,865

24,873
35,350

616
21,064

8,934
11,882

73,634

8,269

989
3,862

20
3,398

48,404

33,499

351
18,826
14,189

59
74

81,860
904

80,956

24,420
35,457

658
21,325

9,146
11,953

73,327

8,533

792
3,873

48
3,820

47,010

34,850

465
19,624
14,620

55
86

▲ 490
349

▲ 839

623
▲ 2,606

155
1,338
1,408
▲ 19

▲ 1,242

752

▲ 80
13

273
546

▲ 1,837

1,347

▲ 202
2,236

▲ 691
8

▲ 4

310
▲ 1,148

▲ 466
▲ 3,715

250
3,093
2,197

878

▲ 961

123

244
44

▲ 30
▲ 135

▲ 2,539

1,701

▲ 212
3,166

▲ 1,248
12

▲ 17

▲ 0.6% ▲ 1.0%
45.1%

▲ 1.0%

2.5%
▲ 6.9%

37.9%
6.1%

15.6%
▲ 0.2%

▲ 1.6%

9.4%

▲ 10.8%
0.3%

－ 
16.4%

▲ 3.7%

3.9%

▲ 45.3%
11.6%

▲ 4.6%
15.4%

▲ 7.3%

38.2%
▲ 1.4%

▲ 1.8%
▲ 9.6%

79.6%
15.4%
26.6%

7.5%

▲ 1.3%

1.4%

58.2%
1.1%

▲ 9.9%
▲ 3.4%

▲ 5.0%

4.9%

▲ 46.5%
17.3%

▲ 8.0%
25.0%

▲ 25.0%

6月 7月 8月 9月 10月 11月 6月 7月 8月 9月

6月

11,820

10,089

7月

11,755

9,767

8月

11,822

10,248

9月

11,585

10,614

10月

12,063

11,314

11月

12,105

10,342

7月

27,669

10,080

12,151

32,715

958

8月

27,498

10,634

11,768

31,960

957

9月

28,239

9,664

12,545

31,455

943

10月

28,650

9,773

11,496

33,411

950

11月

29,908

9,705

12,329

32,271

957

10月 11月
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